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富谷山から筑波山を望む
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一般会計補正予算を審議
平成29年度

Sa
kur
agawa City Council

50No.

第４回定例会号

平成30年２月１日

市議会
だより

さ
く
ら
が
わ

当市ホームページの
市議会情報ページへ
アクセスできます。

議会広報特別委員会
委員長 菊池　伸浩　　副委員長 谷田部由則

委　 員 林　　悦子　　委　 員 小高　友徳

委　 員 市村　　香　　委　 員 大山　和則

発行責任者　議　 長 　高田　重雄

　新年あけましておめでとうござ
います。
　皆様におかれましてはご健勝のこ
ととお慶び申し上げます。
　さて、昨年10月には大塚市政が２
期目のスタートを切りました。
　そのような中、今年４月に「桃山学
園」の開校、10月に「さくらがわ地域
医療センター」の開院と新たなスター
トも切られます。
　国、県、そして桜川市においても
さまざまな取り組みをする中で、内容・

状況の変化等、市民の皆様に正確に
お伝えをする義務があると考えます。
　私たち議会も今年改選の年であり
ます。残り数ヵ月ではありますが、是々
非々で市政発展のため働かせていた
だきたいと考えます。
　本年、市民の皆様
にとって幸多き年とな
りますよう心よりお祈
り申し上げます。

 11 月
16 日  文教厚生常任委員会
22 日  建設経済常任委員会
24 日  総務常任委員会
29 日  議会運営委員会・
  議会全員協議会
 12 月
５～８日  第４回定例会
 ６日  ３合同常任委員会・
   総務常任委員会
 ８日  議会広報特別委員会
　１月
16 日  議会広報特別委員会
24 日  議会広報特別委員会

議会日誌編集後記

　次の定例会は３月６日（火）10時開会予定です。
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お問い合わせ：桜川市役所 岩瀬庁舎議会事務局  ☎0296-75-3111（内線2510）
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傍聴に

お越し
ください

とってもとっても
かんたん！かんたん！
とっても
かんたん！

傍聴席入口
(岩瀬第２庁舎３階)

受付簿に記入
(氏名・住所・年齢)

傍聴券を
取って入場


